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８月３日 親子川がき教室を開催しました 

熱中症警戒アラートが出る猛暑のなか、昨年よりも多くの参加者がありました。北村理事

長のあいさつに続いて、熱中症への注意、川遊びの心構え、食育の説明がありました。 

 

 

 

 
 

その後、参加者はライフジャケットを付け、御坂神社の境内から志染川へ移動。 

最初は恐る恐るだった子どもたちは、少しず 

つ川にも慣れ、飛び込んだりと大胆になり 

ました。川遊びのあと、境内に戻り魚の髭 

についてや水生昆虫のカゲロウ、トビケラ 

について学びました。 

また、小倉滋初代理事 

長が「川がき」という 

言葉に込めた思いを 

話されました。 

学習のあとはお楽しみの食育の時間。今回の目玉はウナギとナマズ。串焼きの香ばしい香

りが漂いあっという間になくなりました。スジエビ、モツゴの佃煮、ザリガニの素揚げ、ブラッ

クバスの炭火焼など珍しい料理が並びました。けがや事故もなく、来年も来ますという参加

者の笑顔に、炎天下に準備をした疲れも癒されました。 

 

 

 

三   愛   だ   よ   り 

発行 NPO法人三木自然愛好研究会 三木市細川町増田 1204番地 0794-82-3095（北村） 

   原則毎月第 2木曜日発行 

ホームページ http://mikisizen.g1.xrea.com 

 

 

一の夢二の夢三の夢にも沙羅/伊丹三樹彦 

 

ウナギ  

ナマズ ザリガニ 冷や汁 
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7 月 15 日(月) ふるさと公園植生調査と公園整備作業 9:00-12:00 水辺ネット 1 名 会員 9 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

7 月 25 日(木) 三役会議 

7 月 29 日(月) 加古川市立神野小学校 PTA と知人 2 名来園 9:00-11:30 会員 2 名 

8 月 1 日(木） 活動推進連絡会 19:00-21:00 市民活動センター 会員 14 名 

8 月 2 日(金) 親子川がき教室会場準備 15:00-18:00 会員 18 名 

8 月 3 日(土) 親子川がき教室 9:30-13:00 一般幼児以下４名、小学生 15 名、大人 19 名、会員 24 名 

8 月 8 日(木) 三愛だより発送作業 15:00- 市民活動センター 

～～～～～～～～～～～～～【会員投稿】オオバノトンボソウとヤマサギソウ～～～～～～～～～～～～～ 

かつて、ふるさと公園に自生する「トンボソウ」であろうと思われて 

いた植物が、３年前に水辺ネットワークの方から「ヤマサギソウ」と同 

定された。「山鷺草」は、花をサギに見立て山地に生えることが和名 

の由来である。 

本年度のため池調査で 6 月 29 日、久次のため池への山道を歩 

いている時のこと、エコロジー研究所の丸井さんが「オオバノトンボソ 

ウ」を見つけられた。「大葉蜻蛉草」は、根生葉が大きく、花の姿がト 

ンボが飛んでいるように見えることが和名の由来である。 

ヤマサギソウは、ふるさと公園で５月中旬に開花を確認していたが、 

トンボソウとの違いがよく分からずにいた。その後、７月１０日に居住 

地の山縁でこの種と思われる植物を見つけたが、どっちだぁと迷っていた。 

サギとトンボかぁ…。専門用語では、側花弁が背萼片より高く開く 

か開かないかが見分けのポイントであるらしいが、う～ん、分からな 

い。水辺ネットワークの鈴木さんにお訊ねすると、両手を広げて説明 

して下さった。ぱっと見て、花びらが後方に反り返っていればトンボソ 

ウ、万歳をするように開いていればヤマサギソウでいいのでは？ 

ヤマサギソウは兵庫Ｃ（準絶滅危惧種）であるが、オオバノトンボ 

ソウはその限りではないものの地域によっては絶滅が危惧されてい 

る。花期は前者が５～６月、後者は６～７月。生育環境としては、前者 

が日当たりのよい草地、後者は浅い山の林内である。 

（文と写真：塩田尚子） 

 
 

２０２４年７月中旬～８月初旬の事業報告 

ヤマサギソウ  

 オオバノトンボソウ  
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ふるさと公園だより 

ガガブタ 

    

トンボ 

ベニイトトンボ 

ユウスゲ 

 

 

マユタテアカネ 

西の池と守池 2 号でガガブタが咲いています。ザリ

ガニ退治の成果です。また、秋の七草のハギ、オミ

ナエシやキキョウも咲いています。 

キアゲハ 

コオニユリ  

ヌマガエル ミゾカクシ 

    

トンボ 

キキョウ 

https://4.bp.blogspot.com/-9Lr83iRaCE0/UnIEV5fNmGI/AAAAAAAAaDM/fuMWTrPPhB4/s800/wood_kanban6.png
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2024 年８月初旬～９月 三愛研事業活動予定表 
日 曜日 行事 他 日 曜日 行事 他 

8 月  ４ 水  

9 金  ５ 木 活動推進連絡会 19:00 市民活動センター 

10 土  6 金  

11 日  7 土  

12 月 -山の日- ８ 日  

13 火  ９ 月  

14 水  10 火  

15 木  11 水 豊地小学校環境体験学習支援 10:30- 

16 金  12 木 三愛だより発送作業 15:00 市民活動センター 

17 土  13 金  

18 日  14 土  

19 月  15 日  

20 火  16 月 -敬老の日- 

21 水  17 火  

22 木   18 水  

23 金  19 木  

24 土  20 金  

25 日  21 土  

26 月  22 日 -秋分の日- 

27 火  23 月 -振替休日- 

28 水  24 火  

29 木 三役会議 25 水  

30 金  26 木 三役会議 

31 土  27 金  

９月  28 土  

1 日 早秋の生き物かんさつ会 10:00- 29 日  

2 月  30 月  

3 火 三木市環境審議会 13:00    

【1 頁の沙羅について】平家物語に登場する沙羅双樹とお釈迦様にゆかりのある 

沙羅双樹は別物だと言われています。仏教が伝わった当時の日本には沙羅双樹

は存在せず、伝承でしかありませんでした。そのため葉の形が似ている夏椿を、沙羅（シャラ）の木と呼んで

いたのではないかと言われています。沙羅双樹は、お釈迦様が滅入の際に沙羅の木が 2 本並んでいたこと

から、そう呼ばれるようになったと言われています。夏椿は朝に開花した花が夕方には落ちてしまう特徴があ

り、平家物語の一文は、夏椿が散っていく姿に、人生や命の儚さなどの意味を重ね合わせていたのではない

かと言われています。なお、１頁の写真は夏椿です。 

 

編集者コラム 

7 月号に掲載したヌ

ートリアを捕獲し、

猟友会会員に引き渡

しました。【渡瀬会員 7

月 14 日撮影】 

ジャンボタニシによる水田被害の状況 

【渡瀬会員 7 月 14 日撮影】 
今年の川がきでの食育の主

役。市内で会員が捕獲した 

上：ナマズ 下：ウナギ 


